




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































無 職 18 5 8














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区 費 102,400(17.6 98,000(17.6) 97,800(17)








電 柱 敷 地 代
そ の 他









土 地 補 償 金 2073,209
計 2657,172 558,339(100) 590,831(100)
B(支 出)
































計 2479,736(100) 1352,545(100) 1150,164(100)




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































世帯主×本役×組合員 28 2 i 3 34
世帯主×本役 一 4 一 2 6
世帯主× 組合員 1 一 一 5 6
世帯主 一 1 1 2 4
組合員 4 一 一 2 6
な し 2 4 一 一 6























































































































































































































地区内の地位 ・資格 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 計
世帯主 ×本役 ×組合員 一 一 6 23 i 3 1 34
世帯主 ×本役 一 1 2 2 1 一 一 6
世帯主 × 組合員 1 一 一 一 2 2 1 6
世帯主 一 1 一 一 1 2 一 4
組合員 3 一 一 1 冖 1 1 6
な し 5 冖 1 一 一 一 一 6
計 9 2 9 26
1
5 8 3 62
あ
る
。
う
ち
「な
し
」
に
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表
6
の
よ
う
に
六
名
中
五
名
が
二
〇
代
で
親
と
同
居
し
て
お
り
、
市
内
へ
通
勤
(
三
名
)
・
漁
協
職
員
(
一
名
)
・
定
置
網
の
手
伝
い
(
一
名
)
と
い
う
未
婚
の
子
供
世
代
で
あ
る
。
行
野
浦
に
は
計
四
八
隻
の
船
が
あ
り
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
業
を
営
む
人
の
一
ニ
ト
ン
を
最
大
に
、
多
く
は
一
～
四
ト
ン
の
小
型
船
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
所
有
し
て
い
る
の
は
漁
業
従
業
者
の
み
で
一
～
二
隻
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
例
外
的
に
八
隻
が
一
例
あ
り
、
こ
れ
は
先
述
の
C
定
置
の
個
人
経
営
の
た
め
の
装
備
船
で
あ
る
。
多
く
は
い
ず
れ
も
各
々
の
従
事
す
る
漁
業
の
た
め
の
必
要
限
と
し
て
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。
船
所
有
に
つ
い
て
み
た
が
、
現
金
収
入
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
三
年
時
点
で
の
行
野
浦
地
区
各
戸
の
年
収
は
、
四
百
万
円
以
下
が
全
体
の
八
五
%
を
占
め
て
お
り
、
平
均
三
百
万
円
程
と
な
っ
て
(
27
V
い
る
。
こ
れ
は
同
年
時
の
全
国
勤
労
者
世
帯
・
農
家
世
帯
の
平
均
年
収
(28
)
よ
り
低
い
値
で
あ
る
が
、
食
糧
の
自
給
性
、
漁
村
の
生
活
時
間
・
形
態
の
特
性
、
生
活
圏
・
購
買
圏
の
規
模
等
の
条
件
に
よ
り
、
消
費
も
比
較
的
落
着
い
た
水
準
に
止
ま
り
、
収
支
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
年
収
の
最
高
は
六
百
万
円
台
の
給
与
所
得
者
が
一
世
帯
あ
る
の
み
で
、
漁
業
従
事
者
世
帯
は
二
百
～
三
百
万
円
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
地
区
内
の
所
得
水
準
は
き
わ
め
て
平
準
化
し
て
お
り
、
階
層
差
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
65
四
山
林
所
有
の
変
化
さ
て
、
当
地
区
で
漁
業
に
次
い
で
重
要
で
あ
っ
た
の
が
山
林
の
存
在
で
あ
る
。
現
在
行
野
浦
で
山
林
の
占
め
る
位
置
は
私
有
林
を
除
け
ば
区
有
林
が
中
心
で
あ
る
が
、
一
部
は
個
人
所
有
の
私
有
林
も
み
ら
れ
る
。
現
在
山
持
ち
の
家
と
さ
れ
る
の
は
地
区
内
で
も
数
軒
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
家
々
は
尾
鷲
町
成
立
の
際
本
役
に
分
け
ら
れ
た
山
々
を
所
有
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
漁
業
等
の
傍
ら
山
林
を
所
有
し
て
い
る
と
い
っ
た
程
度
で
、
山
林
業
を
主
と
し
て
い
る
家
は
な
い
。
こ
こ
で
近
世
末
か
ら
明
治
初
期
の
山
林
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
一
八
七
二
(明
治
五
)
年
の
行
野
浦
の
職
業
構
成
を
み
る
と
、
総
戸
数
三
〇
戸
の
う
ち
、
漁
業
が
半
数
の
一
五
戸
で
、
他
に
樵
が
一
〇
(29
)
戸
、
商
業
一
戸
、
そ
の
他
四
戸
と
な
っ
て
い
る
。
樵
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
山
林
業
を
主
計
と
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
そ
の
傍
ら
漁
業
も
営
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
が
.
無
視
し
得
な
い
数
値
で
あ
る
。
近
世
期
を
通
じ
て
行
野
浦
で
は
漁
業
と
並
ん
で
林
業
も
重
要
な
生
計
の
手
段
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
現
在
の
よ
う
な
定
置
や
養
殖
は
別
に
し
て
漁
業
は
収
入
の
不
安
定
な
産
業
で
あ
り
、
山
林
か
ら
の
収
入
は
そ
れ
に
比
し
て
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
村
財
政
中
に
占
め
る
山
林
の
位
置
で
あ
る
。
一
八
四
五
(弘
化
二
)
年
の
村
財
政
に
よ
る
と
、
地
下
山
(村
有
林
)
(°
)
か
ら
の
収
入
は
村
の
総
収
入
の
五
八
%
を
占
め
て
い
る
。
一
方
支
出
に
お
い
て
は
現
在
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
収
入
の
中
か
ら
多
く
の
割
合
が
神
社
・
寺
や
祭
祀
へ
の
費
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
尾
鷲
市
内
の
尾
鷲
九
ケ
在
の
氏
神
尾
鷲
神
社
の
毎
年
の
党
(当
)
人
へ
の
経
費
(lM
)
が
、
九
ケ
在
入
会
山
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
行
野
浦
と
同
様
こ
の
地
域
の
特
色
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
私
有
林
や
そ
れ
に
伴
う
階
層
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
山
林
は
本
来
原
則
と
し
て
村
有
で
あ
っ
た
が
、
一
六
三
六
(寛
永
=
二
)
年
以
降
尾
鷲
地
方
で
は
私
有
林
の
所
有
が
公
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
七
一
(明
治
四
)
年
の
記
録
で
は
行
野
浦
の
山
林
所
有
者
数
は
七
(32
)
人
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
の
戸
数
は
先
に
あ
げ
た
行
野
浦
の
人
口
・
戸
数
記
録
に
よ
れ
ば
三
二
戸
で
あ
り
、
村
内
の
二
二
%
が
山
林
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
他
地
区
の
山
林
所
有
者
数
の
総
戸
数
に
対
す
る
割
合
は
、
行
野
浦
と
同
様
な
漁
業
主
体
の
村
落
で
あ
っ
た
早
田
が
七
%
、
須
賀
利
が
一
七
%
、
九
木
が
二
〇
%
と
な
っ
て
お
り
、
早
田
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
。
し
か
し
行
野
浦
は
、
一
七
六
〇
(宝
暦
一
〇
)
(M
)
年
の
尾
鷲
組
各
浦
村
の
大
山
林
所
有
者
を
示
し
た
記
録
に
は
現
わ
れ
ず
、
近
世
中
期
頃
に
は
山
林
の
特
定
者
へ
の
集
中
が
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
村
内
の
階
層
状
況
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
行
野
浦
村
庄
屋
が
山
持
ち
で
あ
り
、
地
下
網
を
除
い
て
村
内
で
唯
一
個
人
で
漁
網
も
所
有
し
て
66
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
一
八
七
〇
(明
治
三
)
年
の
時
点
で
の
尾
(34
)
鷲
各
浦
村
の
富
裕
階
層
者
の
統
計
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
個
人
で
村
内
総
所
有
高
の
四
一
%
の
持
高
を
占
め
て
お
り
、
村
内
の
船
数
=
二
隻
の
う
ち
四
隻
、
三
一
%
を
所
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
同
時
期
の
他
の
浦
村
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
山
林
等
の
集
積
に
よ
り
財
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
庄
屋
も
明
治
初
期
に
没
落
・
転
出
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
降
は
経
済
的
に
優
位
な
階
層
は
行
野
浦
に
は
存
在
せ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
五
「区
」
「本
役
」
と
祭
祀
当
地
区
の
氏
神
は
八
幡
神
社
で
あ
り
、
境
内
に
は
恵
比
寿
神
社
・
稲
荷
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
八
幡
神
社
は
も
と
行
野
浦
港
入
口
に
浮
か
ぶ
宮
島
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
一
九
一
〇
(明
治
四
三
)
年
に
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
神
社
移
転
の
状
況
に
つ
い
て
、
一
(35
)
九
=
(明
治
四
四
)
年
の
『
八
幡
神
社
當
主
人
別
帳
』
に
明
治
四
拾
参
年
氏
神
八
幡
神
社
村
前
宮
島
に
奉
仕
を
本
年
小
字
山
神
ノ
上
乃
地
番
下
敷
地
新
社
建
築
而
同
時
宮
奉
而
氏
神
山
神
津
島
神
社
合
社
す
と
あ
る
よ
う
に
、
移
転
に
伴
い
山
の
神
・
津
島
神
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
神
社
は
一
七
五
九
(宝
暦
九
)
年
に
は
「若
宮
」
、
一
八
三
九
(36
)
(天
保
一
〇
)
年
に
は
「若
宮
八
幡
宮
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
近
世
中
期
以
降
行
野
浦
に
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
(37
)
祭
日
は
八
幡
神
社
が
一
月
十
一
日
、
稲
荷
社
が
二
月
初
午
、
恵
比
寿
社
が
十
月
二
十
日
で
、
八
幡
・
稲
荷
は
区
の
主
催
、
恵
比
寿
は
漁
協
の
主
催
に
よ
り
経
費
が
出
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
祭
に
は
各
々
籤
に
よ
り
当
屋
が
選
ば
れ
る
が
、
こ
の
当
屋
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
本
役
で
あ
る
。
当
屋
は
三
つ
の
祭
各
々
別
別
で
、
各
祭
日
の
際
に
抽
籤
さ
れ
る
。
そ
の
方
法
は
三
回
と
も
同
様
で
あ
る
の
・で
、
こ
こ
で
は
氏
神
の
八
幡
神
社
の
祭
祀
に
つ
い
て
一
九
八
六
年
の
様
子
か
ら
記
述
し
て
お
こ
う
。
一
月
十
日
、
前
日
の
夜
に
夜
籠
り
が
行
わ
れ
る
。
区
の
役
員
(区
長
・
書
記
・
会
計
)
と
宮
総
代
三
名
が
公
民
館
に
集
ま
り
、
翌
日
の
打
ち
合
せ
等
を
兼
ね
て
酒
食
を
し
な
が
ら
待
機
す
る
。
公
民
館
に
は
御
神
体
で
あ
る
銅
製
の
馬
の
彫
り
物
と
御
神
酒
ス
ズ
が
飾
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
婦
人
会
か
ら
「班
」
単
位
に
七
人
ほ
ど
の
婦
人
が
翌
日
各
戸
に
配
る
餅
づ
く
り
を
手
伝
う
。
一
方
神
社
で
は
、
本
役
四
〇
名
を
一
〇
名
ず
つ
四
つ
に
分
け
た
班
に
よ
っ
て
同
様
に
夜
籠
り
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
一
月
十
日
・
二
月
初
午
・
大
晦
日
の
十
二
月
三
一
日
の
年
三
回
神
社
社
務
所
に
籠
る
た
め
の
区
分
で
あ
り
、
区
分
の
方
法
は
「本
役
」
の
家
順
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
し
て
き
た
よ
う
に
本
役
に
は
脱
退
等
の
変
動
が
あ
る
た
め
、
こ
の
区
分
も
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
年
三
回
を
一
67
班
ず
つ
順
番
に
担
当
す
る
。
こ
の
夜
籠
り
は
戦
前
ま
で
青
年
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
㌔
社
務
所
で
は
同
様
に
酒
食
が
行
わ
れ
・
公
民
館
共
共
、
夜
十
一
時
過
ぎ
で
散
会
と
な
る
。
翌
十
一
日
は
、
午
前
十
時
頃
か
ら
神
社
に
て
役
員
・
本
役
が
全
員
出
席
の
下
、
祭
典
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
は
尾
鷲
神
社
の
職
業
神
主
(禰
(39
)
宜
)
に
来
て
も
ら
い
祭
典
を
行
っ
て
い
る
。
玉
串
奉
莫
の
順
は
宮
総
代
代
表
↓
区
長
↓
他
の
宮
総
代
↓
一
般
の
本
役
の
順
で
あ
る
。
三
〇
分
程
で
祭
典
終
了
後
、
公
民
館
に
て
神
主
を
含
め
て
直
会
が
行
わ
れ
、
午
後
一
時
頃
ま
で
酒
食
が
な
さ
れ
る
。
次
い
で
酒
食
が
終
了
し
参
加
者
が
一
旦
帰
宅
し
た
後
、
宮
総
代
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
サ
ケ
の
切
り
身
に
ス
ル
メ
・
コ
ン
ブ
を
付
け
た
も
の
が
用
意
さ
れ
、
地
区
内
の
人
々
が
公
民
館
に
や
っ
て
来
て
は
神
社
の
御
札
と
共
に
頂
い
て
帰
る
。
こ
れ
は
本
役
に
限
定
さ
れ
な
い
が
、
本
役
に
対
し
て
は
御
札
は
必
ず
買
っ
て
貰
う
こ
と
に
し
、
非
本
役
の
人
は
銘
々
の
希
望
で
受
け
て
貰
っ
て
い
る
。
こ
の
供
物
は
現
在
サ
ケ
で
あ
る
が
、
以
前
は
シ
ビ
・
ブ
リ
等
の
「大
物
」
と
い
わ
れ
る
魚
の
切
り
身
で
あ
っ
た
。
こ
の
「大
物
」は
毎
年
暮
れ
に
な
る
と
区
費
か
ら
宮
総
代
が
尾
鷲
魚
市
場
ま
で
買
い
付
け
、
当
屋
に
与
え
ら
れ
て
、
当
屋
宅
で
は
そ
れ
を
魚
鉢
に
入
れ
塩
漬
け
に
し
、
床
の
間
に
供
え
て
い
た
。
こ
の
「大
物
」
に
シ
ビ
・
ブ
リ
が
選
ば
れ
る
の
は
旬
の
魚
で
あ
り
大
き
な
魚
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
大
物
」
に
は
橙
と
十
二
銭
が
供
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
の
ち
赤
魚
切
り
を
し
た
人
の
家
の
恵
比
寿
に
供
え
ら
れ
る
。
大
物
配
布
の
後
は
、
宮
総
代
等
に
よ
り
箸
と
包
丁
を
使
っ
て
赤
魚
(タ
イ
類
)
を
切
る
赤
魚
切
り
が
行
わ
れ
る
。
一
人
が
公
民
館
の
御
神
体
の
前
に
爼
板
を
置
き
直
接
手
を
使
わ
ず
半
紙
を
口
に
く
わ
え
、
鱗
・
腸
を
取
っ
て
か
ら
、
魚
の
尻
か
ら
頭
に
向
っ
て
三
回
包
丁
で
切
り
、
裏
返
し
て
同
様
の
所
作
を
し
三
枚
に
お
ろ
す
。
傍
ら
で
は
も
う
一
人
が
海
の
潮
を
杓
に
入
れ
、
魚
が
切
ら
れ
る
た
び
に
笹
の
葉
で
魚
に
潮
を
か
け
る
。
切
り
終
え
る
と
元
の
魚
の
形
に
戻
し
、
身
と
骨
を
三
つ
に
切
断
し
て
小
皿
に
盛
り
当
屋
の
家
の
神
棚
・
恵
比
寿
・
家
入
口
の
屋
根
の
上
の
三
カ
所
に
供
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
午
後
二
時
少
し
前
、
来
年
度
の
当
屋
の
抽
籤
が
行
わ
れ
る
と
の
無
線
放
送
が
流
さ
れ
、
抽
籤
を
受
け
る
人
々
が
公
民
館
に
集
ま
っ
て
く
る
。
籤
を
引
く
人
は
、
前
年
ま
で
に
当
屋
を
務
め
た
人
は
除
か
れ
て
お
り
、
未
だ
当
た
っ
て
い
な
い
人
の
中
か
ら
一
人
一
人
の
名
を
宮
総
代
が
呼
び
上
げ
、
「
三
方
」
の
上
に
乗
せ
ら
れ
た
紙
製
の
籤
が
引
か
れ
、
当
籤
者
が
決
定
す
る
。
籤
を
引
く
人
は
本
役
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
妻
が
代
理
で
来
て
い
る
家
も
あ
る
。
籤
は
こ
の
よ
う
に
し
て
本
役
全
員
が
当
屋
を
一
巡
す
る
よ
う
に
さ
れ
て
お
り
、
一
巡
し
終
わ
っ
た
年
に
本
役
全
員
に
よ
る
総
抽
籤
が
行
わ
れ
、
翌
年
か
ら
は
同
様
に
前
年
の
当
屋
を
抜
か
し
て
抽
籤
が
な
さ
れ
る
。
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当
屋
は
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
籤
か
ら
除
か
れ
る
。
こ
れ
を
ヒ
が
か
か
る
と
い
う
が
、
ヒ
の
か
か
る
範
囲
と
期
間
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1
、
親
・
兄
弟
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
一
年
間
籤
を
引
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
2
、
親
兄
弟
以
外
の
親
類
の
場
合
は
四
十
九
日
の
忌
ま
で
引
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
親
類
の
範
囲
は
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
る
。
ま
た
、
当
屋
を
勤
め
て
い
る
一
年
間
の
間
に
右
の
よ
う
な
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
「当
流
し
」
と
い
っ
て
「当
」
を
外
れ
、
再
抽
籤
が
行
わ
れ
る
。
但
し
「当
」
を
外
れ
る
か
ど
う
か
は
本
人
次
第
に
よ
る
。
ま
た
、
既
に
一
〇
ケ
月
以
上
当
屋
を
務
め
て
い
る
場
合
は
そ
の
人
が
そ
の
年
の
当
屋
を
済
ま
せ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
、
残
り
の
期
間
の
「当
」
は
宮
総
代
に
預
け
ら
れ
る
。
当
屋
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
「当
渡
し
」
に
よ
っ
て
渡
さ
れ
る
御
神
体
と
ス
ズ
、
幟
で
あ
り
、
こ
れ
が
当
屋
宅
に
祀
ら
れ
る
が
、
「当
」
の
移
動
が
あ
る
と
こ
の
御
神
体
も
新
し
い
家
へ
移
動
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
抽
籤
に
よ
っ
て
次
年
度
の
当
屋
が
決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
場
で
新
旧
の
当
屋
に
よ
る
「当
渡
し
」
が
行
わ
れ
、
御
神
体
が
新
当
屋
に
渡
さ
れ
、
一
対
の
御
神
酒
ス
ズ
の
片
方
に
御
神
酒
が
注
が
れ
、
杯
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
御
神
体
は
新
当
屋
や
村
役
ら
の
手
に
よ
っ
て
新
当
屋
の
家
へ
遷
座
さ
れ
、
新
当
屋
の
家
で
は
も
う
片
方
の
御
神
酒
ス
ズ
で
杯
を
挙
げ
る
。
遷
座
の
列
の
後
か
ら
は
他
の
出
席
者
た
ち
が
旧
当
屋
宅
の
前
に
建
て
ら
れ
た
八
幡
神
社
の
幟
を
降
ろ
し
て
幟
の
丸
太
ご
と
担
ぎ
、
村
内
を
練
り
廻
し
な
が
ら
新
当
屋
宅
へ
向
う
。
こ
れ
も
以
前
は
青
年
団
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
幟
は
「
当
」
に
当
る
と
そ
の
家
の
前
に
建
て
ら
れ
る
も
の
で
、
現
在
は
祭
の
前
日
に
し
か
建
て
ら
れ
な
い
が
、
御
神
体
と
共
に
神
社
の
当
屋
宅
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
幟
の
立
つ
家
に
八
幡
神
社
の
分
霊
と
し
て
の
御
神
体
が
一
年
間
奉
祀
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
神
社
に
も
祭
に
な
る
と
同
様
の
別
の
幟
が
建
て
ら
れ
る
。
当
屋
宅
で
は
、
祭
が
済
む
と
、
こ
の
御
神
体
に
対
し
て
毎
月
十
一
日
(八
幡
神
社
の
祭
日
)
に
、
御
神
酒
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
当
屋
宅
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
し
て
は
馬
の
御
神
体
・
御
神
酒
ス
ズ
一
対
・
幟
の
他
、
神
社
の
掛
軸
を
入
れ
た
箱
が
あ
る
。
稲
荷
・
恵
比
寿
社
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
、
両
社
に
は
御
神
体
は
な
く
御
神
酒
ス
(40
)
ズ
と
掛
軸
の
み
で
あ
る
。
最
後
に
、
村
落
構
造
が
祭
祀
制
度
と
如
何
に
係
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
「当
」
移
動
の
事
例
を
示
し
て
お
こ
う
。
一
九
八
五
年
の
場
合
、
H
氏
が
正
月
に
八
幡
神
社
当
屋
に
当
っ
た
が
、
九
月
二
日
に
同
氏
の
弟
(尾
鷲
市
内
に
居
住
)
が
死
去
し
、
「当
」
が
流
れ
て
再
抽
籤
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
F
氏
が
当
籤
し
た
が
、
十
月
九
日
に
同
氏
の
妻
が
死
去
し
、
「当
」
が
三
人
(
a
～
c
)
の
宮
総
代
の
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一
人
(
a
)
に
預
け
ら
れ
た
。
既
に
一
月
か
ら
一
〇
ケ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、
年
に
三
人
も
当
屋
が
代
わ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
の
時
は
再
抽
籤
は
せ
ず
、
翌
年
一
月
ま
で
こ
の
宮
総
代
が
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
、
一
月
に
宮
総
代
に
預
け
ら
れ
て
い
た
「当
」
が
祭
の
場
で
新
た
に
抽
籤
さ
れ
、
K
氏
が
当
籤
し
た
。
と
こ
ろ
が
K
氏
の
弟
(他
所
に
居
住
)
が
二
月
二
二
日
に
死
去
し
、
宮
総
代
a
に
預
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
四
月
六
日
に
再
抽
籤
と
な
り
、
M
氏
が
当
籤
し
た
。
な
お
同
年
二
月
初
午
に
行
わ
れ
た
稲
荷
社
の
当
屋
で
は
T
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
九
月
二
一
日
に
至
っ
て
、
尾
鷲
市
内
に
住
む
行
野
浦
出
身
の
女
性
が
死
去
し
た
が
、
こ
れ
が
八
幡
神
社
の
当
屋
M
氏
と
稲
荷
社
の
当
屋
T
氏
両
氏
に
と
っ
て
オ
バ
に
当
っ
て
い
た
た
め
、
両
神
社
の
当
屋
が
同
時
に
流
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
二
日
に
宮
総
代
預
り
と
な
っ
た
が
、
三
人
の
宮
総
代
の
う
ち
b
は
K
氏
の
弟
に
当
り
、
実
弟
が
死
去
し
て
一
年
未
満
、
c
は
オ
バ
が
死
去
し
て
四
十
九
日
が
明
け
て
い
な
い
、
と
い
う
状
況
だ
っ
た
た
め
、
残
っ
た
a
が
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
「
当
」
は
、
四
十
九
日
の
忌
の
明
け
る
の
を
待
っ
て
、
八
幡
は
十
一
月
七
日
に
、
稲
荷
は
少
し
早
め
で
十
一
月
一
日
に
、
各
々
M
氏
・
T
氏
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
稲
荷
社
の
場
合
、
当
屋
に
当
っ
た
T
氏
は
会
社
員
の
た
め
、
先
述
の
稲
荷
社
へ
の
毎
日
の
奉
仕
を
実
姉
の
夫
で
あ
る
地
区
内
の
S
氏
に
一
年
間
依
頼
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
T
氏
の
オ
バ
の
死
去
で
S
氏
に
も
図1当 屋をめぐる親族関係
注)イ ニシャル表示は行野浦地区内居住者で
ヒのかかった人を表す。
ヒ
が
か
か
り
、
稲
荷
社
へ
の
奉
仕
は
九
月
二
二
日
～
十
一
月
一
日
の
間
、
稲
荷
・
恵
比
寿
両
社
の
神
主
役
を
務
め
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
年
の
恵
比
寿
社
の
当
屋
で
も
あ
る
J
氏
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
当
屋
は
本
来
物
忌
・
潔
斎
を
し
て
一
年
間
神
聖
な
「
当
」
を
務
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
生
活
や
価
値
の
変
化
に
よ
り
厳
重
な
物
忌
等
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
穢
れ
の
忌
避
と
い
う
受
動
的
な
側
面
で
こ
れ
が
な
お
も
維
持
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
具
現
形
態
で
あ
る
「
当
」
移
動
に
は
、
内
婚
の
高
率
と
親
族
関
係
の
錯
綜
化
と
い
う
当
地
区
の
家
族
構
造
も
端
的
に
反
映
さ
れ
、
極
め
て
頻
繁
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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六
結
び
に
か
え
て
こ
れ
ま
で
行
野
浦
地
区
の
村
落
構
造
を
特
徴
的
に
摘
出
し
、
更
に
祭
祀
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
簡
単
な
整
理
を
試
み
て
お
き
た
い
。
行
野
浦
は
夫
婦
家
族
型
の
家
族
構
成
を
特
徴
と
し
、
そ
れ
は
潜
在
的
で
は
あ
る
が
隠
居
慣
行
の
存
在
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
家
族
を
結
ぶ
家
々
の
関
係
は
、
本
分
家
間
の
関
係
よ
り
も
、
婚
姻
を
媒
介
と
し
た
家
相
互
の
連
帯
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
家
族
構
造
の
内
部
に
お
い
て
は
親
-
子
世
代
間
に
よ
る
親
族
の
分
節
化
が
意
識
さ
れ
、
家
相
互
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
各
世
代
間
に
よ
る
婚
姻
に
よ
っ
て
同
世
代
間
を
結
ぶ
と
い
う
、
横
軸
に
広
が
る
世
代
階
層
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
祀
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
、
先
の
「当
屋
制
」
に
引
き
付
け
て
整
理
す
れ
ば
、
実
質
的
司
祭
者
と
し
て
の
「当
屋
」
の
存
在
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
有
資
格
者
内
部
で
全
く
均
等
に
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
「当
屋
」
は
幟
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
が
象
徴
化
さ
れ
、
神
の
分
霊
或
い
は
神
体
と
し
て
の
祭
器
物
を
一
年
間
当
屋
で
奉
戴
し
、
潔
斎
は
な
さ
れ
な
い
も
の
の
、
死
に
対
す
る
物
忌
み
に
よ
り
そ
の
機
能
性
を
維
持
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
そ
の
担
い
手
は
、
世
代
的
に
纒
ま
り
を
持
つ
「本
役
」
層
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
村
落
秩
序
の
経
済
的
・
政
治
的
運
営
者
層
と
一
致
し
て
い
た
。
こ
の
「本
役
」
層
は
、
成
員
の
構
成
が
必
ず
し
も
固
定
的
で
は
な
く
、
理
念
的
に
は
、
隠
居
世
代
と
青
少
年
世
代
を
除
き
、
村
内
に
系
譜
を
有
す
る
家
の
男
子
継
承
者
は
、
全
て
本
役
と
な
り
得
べ
き
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
蒲
生
正
男
の
「当
屋
制
村
落
」
モ
デ
ル
に
適
合
的
な
事
例
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
本
事
例
の
場
合
、
村
落
構
造
が
祭
祀
制
度
に
適
合
的
な
の
で
は
な
く
、
村
落
構
造
忙
対
応
し
て
、
祭
祀
制
度
も
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
を
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
行
野
浦
は
世
代
階
層
的
秩
序
を
有
す
る
漁
村
で
あ
り
、
生
産
形
態
も
地
下
網
と
い
う
、
共
同
体
規
制
を
伴
う
も
の
を
在
来
の
中
心
と
し
て
き
た
し
、
近
世
後
期
以
降
の
山
林
所
有
を
中
心
と
し
た
経
済
的
上
昇
化
層
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
が
名
望
家
・
親
方
的
支
配
と
結
び
つ
か
ず
、
家
格
差
の
少
な
い
社
会
が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
漁
村
・
農
村
の
相
違
や
、
以
上
の
諸
要
因
の
何
れ
か
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
村
落
の
持
つ
性
格
の
多
様
な
展
開
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
「
祭
祀
」
と
が
整
合
性
を
有
す
る
か
否
か
の
検
討
は
、
「祭
祀
」
を
他
の
要
因
と
並
列
的
に
扱
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
諸
要
因
の
中
か
ら
特
定
の
要
素
を
抽
出
し
て
考
察
す
る
場
合
で
も
、
地
域
社
会
の
実
態
に
即
し
た
、
し
か
も
地
域
の
構
造
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を
総
体
的
に
把
握
し
理
解
す
る
と
い
う
手
続
き
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〔註
〕
(
1
)
有
賀
喜
左
衛
門
「
同
族
と
親
族
」
『
有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集
』
X
、
未
・来
社
、
一
九
七
一
、
四
六
～
五
二
頁
。
(
2
)
福
武
直
『
旧
本
農
村
の
社
会
的
性
格
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
四
九
、
三
四
頁
。
(
3
)
福
武
、
前
掲
書
、
三
六
頁
。
(
4
)
福
武
、
前
掲
書
、
三
八
～
四
一
頁
。
こ
れ
ら
福
武
の
論
に
対
す
る
批
判
的
検
討
と
し
て
は
、
河
村
望
・
蓮
見
音
彦
「近
代
日
本
に
お
け
る
村
落
構
造
の
展
開
過
程
(
上
)
(
下
)
」
『
思
想
』
四
〇
七
～
四
〇
八
号
、
一
九
五
八
、
な
ど
。
(
5
)
蒲
生
正
男
『
増
訂
・
日
本
人
の
生
活
構
造
序
説
』
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
七
八
、
三
三
五
頁
。
(
6
)
蒲
生
正
男
・
坪
井
洋
文
・
村
武
精
一
『
伊
豆
諸
島
』
未
来
社
、
一
九
七
五
、
三
六
八
～
三
七
四
頁
。
(
7
)
江
守
五
夫
『
日
本
村
落
社
会
の
構
造
』
弘
文
堂
、
一
九
七
六
、
二
五
三
頁
。ま
た
、
こ
の
間
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
鳥
越
皓
之
『
ト
カ
ラ
列
島
社
会
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
、
三
五
五
～
三
七
九
頁
。
(
8
)
江
守
、
前
掲
書
、
五
二
頁
。
(
9
)
住
谷
一
彦
『
共
同
体
の
史
的
構
造
論
』
有
斐
閣
、
一
九
六
三
、
三
六
九
～
三
七
〇
頁
。
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
論
と
は
や
や
視
点
を
異
に
す
る
が
、
磯
田
進
は
、
村
落
の
人
々
の
行
動
に
み
ら
れ
る
価
値
に
着
目
し
、
「
家
格
型
」
と
「
無
家
格
型
」
の
類
型
を
提
示
し
、
更
に
は
そ
れ
ら
の
う
ち
「
家
格
型
」
村
落
を
細
分
し
て
「
同
族
型
」
と
「
非
同
族
型
」
と
い
う
計
三
類
型
を
示
し
て
い
る
。
磯
田
進
「
村
落
構
造
の
二
つ
の
型
」
『
法
社
会
学
』
一
、
一
九
五
一
、
及
び
同
「
村
落
構
造
の
『
型
』
の
問
題
」
『
社
会
科
学
研
究
』
三
ー
二
、
有
斐
閣
、
一
九
五
一
。
(10
)
「
宮
座
」
自
体
の
研
究
史
的
整
理
は
、
徳
川
真
理
子
「
宮
座
の
研
究
C
l
)
J
『
佛
大
社
会
学
』
三
、
一
九
七
八
、
で
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
(
1
)
高
橋
統
一
「
宮
座
の
構
造
に
つ
い
て
」
『
社
会
人
類
学
』
一
、
一
九
五
七
。
(12
)
高
橋
統
一
「
宮
座
制
覚
書
」
『
民
族
学
か
ら
み
た
日
本
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
〇
、
八
三
頁
。
(
13
)
高
橋
統
一
『
宮
座
の
構
造
と
変
化
』
未
来
社
、
一
九
七
八
、
=
頁
。
た
だ
し
そ
の
表
現
に
「祭
祀
」
を
付
与
し
て
い
る
と
お
り
、
年
齢
階
梯
制
の
一
つ
と
し
て
の
祭
祀
組
織
が
長
老
制
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
の
で
あ
っ
て
、
宮
座
を
持
つ
村
落
の
社
会
構
造
の
独
自
性
に
つ
い
て
は
明
確
に
示
し
て
い
な
い
。
(
14
)
蒲
生
正
男
「
日
本
の
イ
エ
と
ム
ラ
」
『
世
界
の
民
族
』
=
二
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
、
四
三
頁
。
(
15
)
本
稿
の
事
例
は
一
九
八
四
～
八
八
年
ま
で
の
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
人
数
・
数
値
等
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
一
九
八
六
年
九
月
時
点
の
現
況
で
記
述
を
行
っ
た
。
な
お
行
野
浦
地
区
の
概
況
や
、
同
地
区
の
家
族
・
親
族
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
親
族
関
係
の
地
域
的
存
在
形
態
ー
非
同
族
型
村
落
の
事
例
研
究
一
⊥
『
佛
大
社
会
学
』
一
〇
、
一
九
八
五
、
に
示
し
て
あ
る
。
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(
16
)
宮
総
代
・
寺
総
代
は
地
区
内
を
三
つ
に
分
け
た
「
班
」
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
。
「
本
町
」
が
一
班
、
「
井
戸
町
」
・
「
新
町
」
で
二
班
、
「
川
向
う
」
が
三
班
と
な
っ
て
い
る
。
両
総
代
の
う
ち
、
比
較
的
若
い
人
が
務
め
る
の
が
宮
総
代
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
17
)
一
九
八
三
年
に
行
わ
れ
た
同
地
区
対
象
の
「
社
会
生
活
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
地
区
で
問
題
解
決
の
た
め
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
リ
ー
ダ
ー
は
区
長
と
組
合
長
、
と
の
回
答
が
殆
ど
で
あ
り
、
そ
の
役
職
に
就
く
人
の
条
件
と
し
て
「
実
行
力
の
あ
る
人
」
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(西
谷
弘
「漁
村
社
会
の
変
容
と
再
編
成
-
三
重
県
尾
鷲
市
行
野
浦
地
区
の
事
例
研
究
I
」
『
佛
大
社
会
学
」
九
、
一
九
八
四
)
。
行
野
浦
地
区
で
は
漁
村
に
み
ら
れ
る
名
望
家
・
親
方
層
に
よ
る
支
配
秩
序
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
色
だ
が
、
こ
の
結
果
か
ら
も
そ
れ
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
家
格
や
階
層
差
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
適
格
性
の
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
(
18
)
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
役
の
構
成
員
た
る
「
家
」
が
「
世
帯
」
や
「
住
居
」
を
基
準
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
(
19
)
一
例
は
独
身
で
あ
る
た
め
本
役
の
資
格
に
欠
け
て
い
る
。
ま
た
一
例
は
個
人
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
外
在
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
(
20
)
一
八
四
三
(
天
保
一
四
)
年
の
村
収
支
の
記
録
に
よ
る
。
『
尾
鷲
市
史
』
上
巻
、
尾
鷲
市
役
所
、
一
九
六
九
、
二
四
二
頁
(
以
下
『
市
史
』
と
略
す
)。
(
21
)
地
下
網
を
含
め
、
志
摩
か
ら
熊
野
灘
沿
岸
に
み
ら
れ
た
ボ
ラ
漁
の
歴
史
・
実
態
な
ど
に
つ
い
て
は
『
海
と
人
間
』
三
、
一
九
七
五
、
及
び
=
、
一
九
八
四
、
の
両
号
に
特
集
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)
『
市
史
』
、
六
二
〇
～
六
二
一
頁
。
(
23
)
四
名
中
一
名
は
非
世
帯
主
・
非
組
合
員
で
二
〇
代
(
後
述
)
の
た
め
表
1
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
名
は
こ
の
定
置
網
の
船
長
を
務
め
て
い
る
。
(
24
)
従
っ
て
厳
密
に
は
、
定
置
網
従
業
者
は
給
与
所
得
者
に
分
類
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
自
営
業
種
と
し
て
の
漁
業
に
一
括
し
て
あ
る
。
(
25
)
准
組
合
員
は
理
事
の
選
挙
権
を
有
し
な
い
。
(
26
)
ガ
ー
バ
リ
、
永
林
寺
・
八
幡
神
社
・
稲
荷
神
社
・
恵
比
寿
神
社
の
各
祭
日
、
寺
院
境
内
の
魚
鱗
供
養
塔
の
供
養
、
の
計
六
回
で
、
三
つ
の
「
班
」
(
註
16
参
照
)
を
単
位
と
し
て
順
番
に
務
め
る
。
(
27
)
前
掲
西
谷
論
文
。
(
28
)
一
九
八
三
年
度
の
勤
労
者
世
帯
平
均
年
収
(
実
収
入
)
は
四
九
〇
、
八
万
円
、
農
家
世
帯
平
均
年
収
(総
所
得
)
は
六
四
八
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
企
画
庁
編
『
国
民
生
活
白
書
』
昭
和
六
一
年
版
、
一
九
八
六
、
四
～
五
頁
よ
り
算
出
。
(
29
)
「
市
史
』
、
五
七
三
頁
。
(
30
)
『
市
史
」
、
五
九
七
頁
。
(
31
)
『
市
史
』
、
五
九
八
頁
。
(
32
)
『
市
史
」
、
五
九
九
～
六
〇
一
頁
。
(
3
)
『
市
史
」
、
六
〇
〇
頁
。
(
34
)
『
市
史
』
、
三
三
七
頁
。
(
35
)
行
野
浦
区
有
文
書
。
(
36
)
『
市
史
』
、
七
九
六
頁
。
(
37
)
も
と
も
と
祭
日
は
一
月
十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
以
降
尾
鷲
神
社
の
禰
宜
を
神
主
と
し
て
頼
む
よ
う
に
な
る
と
、
同
日
が
尾
鷲
神
社
管
轄
の
八
幡
神
社
(
尾
鷲
市
内
)
の
祭
日
と
重
な
る
た
め
、
一
月
十
一
日
に
変
更
さ
れ
た
。
以
後
行
野
浦
の
祭
日
は
十
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
(
38
)
現
在
青
年
団
は
、
青
年
層
人
口
の
減
少
に
よ
り
解
散
し
て
い
る
。
(
39
)
こ
の
禰
宜
は
一
月
十
一
日
・
六
月
十
一
日
の
年
二
回
祭
典
に
参
加
し
て
%3
い
る
。
な
お
明
治
以
降
戦
前
ま
で
は
、
行
野
浦
で
も
地
区
で
専
任
の
神
主
を
雇
い
、
地
区
内
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
ば
、
専
任
の
神
職
を
置
い
て
い
る
神
社
は
合
祀
さ
れ
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
一
時
期
の
こ
と
に
了
っ
て
い
る
。
当
屋
は
制
度
的
に
神
主
と
い
う
司
祭
者
が
存
在
す
る
も
の
の
、
一
年
間
め
祭
祀
執
行
の
う
え
で
重
要
な
司
祭
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
(40
)
な
お
、
こ
の
稲
荷
・
恵
比
寿
社
の
祭
祀
の
方
法
も
八
幡
社
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
前
夜
の
夜
籠
り
は
稲
荷
社
に
だ
け
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
両
社
と
も
八
幡
社
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
大
物
の
配
布
・
赤
魚
切
り
は
な
い
。
行
わ
れ
る
の
は
祭
典
と
直
会
、
籤
の
抽
籤
と
当
渡
し
で
あ
る
。
当
渡
し
で
渡
さ
れ
る
も
の
は
八
幡
社
の
よ
う
な
御
神
体
の
彫
り
物
は
な
く
、
御
神
酒
ス
ズ
と
幟
、
掛
軸
の
箱
で
あ
る
。
祭
典
に
お
い
て
は
尾
鷲
神
社
の
禰
宜
は
来
ず
、
地
区
内
長
老
者
が
神
主
役
を
務
あ
て
い
る
。
直
会
の
場
所
は
稲
荷
社
が
公
民
館
、
恵
比
寿
社
は
漁
協
と
な
っ
て
い
る
。
各
当
屋
で
の
任
務
は
、
恵
比
寿
社
は
祭
日
の
毎
月
二
十
日
に
当
屋
宅
で
御
神
酒
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
稲
荷
社
の
み
は
、
毎
日
欠
か
さ
ず
社
ま
で
参
拝
と
清
掃
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。(大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
(4
